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～子育てサポートセンター交流会～
　3月21日、子育てサポートセンター会員の交流会を
開催しました。みんなで3B体操を体験し、楽しい時間
を過ごしました。会員登録のための講習会だけでなく、
会員同士の親睦を深める交流会も行っています。



　菊池市社会福祉協議会は、社会福祉法人としての立場を十分に理解した上で、職員の更なる専門性の追
求と、介護保険制度改正や生活困窮者自立支援法の施行などの制度改革への的確な対応・取り組みを展開
することで、地域支援事業においての役割を発揮し、その存在感を示していきます。

～地域福祉活動～
○小地域福祉活動の推進　
○福祉ニーズ調査
○ボランティアセンター事業
○子育て支援事業
○各福祉団体への支援・協力
○共同募金配分金事業　
○広報・啓発事業

～福祉サービス利用支援～
○安心センター事業　○相談支援事業
○援護事業　○生活福祉資金貸付事務受託事業
～在宅福祉サービス事業～
○介護予防受託事業　○食の自立支援事業
○障害者総合支援事業　○介護保険事業
○生活支援サポーター養成事業の企画検討
○介護職員初任者研修の企画実施

社会福祉協議会としての活動の充実

①�第 2期菊池市地域福祉活動計画、第 1期菊池市社会福祉協議会発
展強化計画を推進する。
②�社協の設置意義や公共性を広報し、民間財源や公費財源の確保に努
める。

新たな地域支援事業への取り組み 菊池市と連携しながら、新たな地域支援事業への取り組みを展開する。

ボランティアセンター機能の強化 ボランティアセンター並びに災害ボランティアセンターの機能を強化する。

職員研修の充実 職員の育成、資質向上のための研修を充実する。

【基本方針】

【主な事業】

【平成27年度収支予算】

【重点目標】
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平成27年度菊池市社会福祉協議会 事業計画・収支予算

受講生募集しています。
詳しくは、P8

単位：千円 単位：千円



　
～
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

●「
菊
池
市
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
市
民
の
方
々
に
地
域
福
祉
に
つ
い
て
理
解
・
関
心
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
月
15
日
に
泗
水
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、①
『
認
知
症
と
家
族
』
を
テ
ー

マ
と
し
た
ふ
く
し
劇
、
②
旭
志
片
川
瀬
区
か
ら
の
福
祉
活
動

報
告
、
③
Ⅰ
型
糖
尿
病
と
闘
い
な
が
ら
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
競

技
を
続
け
て
い
る
大
村
詠一氏
に
よ
る
演
技
と
特
別
講
演
の
３

部
構
成
。
約
２
８
０
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
も
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
団
体
で
あ
る
「
き
く
も
ん
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
み
な
さ
ん
に
は
、
企
画
か
ら
、
ふ
く
し

劇
の
出
演
・
当
日
ス
タ
ッ
フ
ま
で
、
多
く
の
場
面
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
〔
来
場
者
の
感
想
〕

　
・�

ふ
く
し
劇
の
内
容
は
素
晴
ら
し
く
、感
動
し
ま
し
た
。「
近

助
」
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
・�

ふ
く
し
劇
は
素
人
の
皆
さ
ん
が
考
え
て
作
ら
れ
た
と
は
思

え
な
い
程
、内
容
も
演
芸
も
現
実
に
沿
っ
た
内
容
で
良
か
っ

た
で
す
。

　
・�

地
域
か
ら
の
報
告
を
聞
い
て
、自
分
の
区
に
つ
い
て
も
、も
っ

と
区
民
全
体
を
巻
き
込
ん
で
活
動
し
な
け
れ
ば
と
反
省
。

　
・�

片
川
瀬
区
の
就
活
や
婚
活
、
と
て
も
良
い
取
り
組
み
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　
・�

Ⅰ
型
糖
尿
病
で
身
内
を
若
く
し
て
亡
く
し
ま
し
た
。
社
会
や
企
業
等
に
て
、
認
知

が
拡
が
る
こ
と
を
切
実
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
・�

講
演
で
、
物
事
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
た
方
が
よ
い
と
思
っ
た
。

　
・�

地
域
の
区
長
や
区
長
代
理
、
公
民
館
長
等
に
も
う
少
し
参
加
す
る
よ
う
に
呼
び
掛

け
て
ほ
し
い
。（
参
加
が
少
な
い
よ
う
に
思
え
た
の
で
）

　
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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～地域福祉活動へ助成をします～

平成 27 年度
小地域活性化事業モデル地区募集

未来型（先駆的）地域福祉推進助成

　誰もが安心して暮らせる地域づくり活動に取り組ま
れる地区に助成を行います。
対　　象　地域福祉活動に取り組んでいる地区、
　　　　　又は取り組もうと考えている地区
　　　例①福祉組織づくりや福祉座談会の開催
　　　　②独居高齢者や通学路の見守り体制づくり
　　　　③地域サロン (語らいの場 )活動　
　　　　④福祉の視点を盛り込んだ行事の工夫　等
助成金額　最高 10万円（世帯数等で決定）
申請方法　�所定の申請書に必要事項を記入の上、
　　　　　社協に提出してください
申込締切　平成 27年 6月30日（火）
備　　考　菊池地域及び以前指定を受けた地区は
　　　　　対象外（既に助成を受けているため）

　菊池市社協では、下記の内容で行う地域福祉に関
する事業について、助成を行います。
対　　象　菊池地域の行政区及び行政区の合議体

が地区社協活動とは別に行う地域福祉推
進を図ることを目的とした下記の事業

　　①先駆的な高齢者福祉に関する事業
　　②先駆的な障がい者福祉に関する事業
　　③先駆的な母子福祉に関する事業
　　④先駆的な乳幼児・児童等に関する事業
　　⑤先駆的なボランティアに関する事業
　　⑥先駆的な地域福祉活性化に関する事業
　　⑦その他本事業に該当すると会長が認めた事業
　　※（先駆的とは、コミュニティビジネス等につな

がる事業で、助成金がなくなっても続けてい
けるような事業を指します）

助 成 額　上限 10万円の範囲で決定します
申�込方法　所定の申込書・活動計画書に必要事項を
記入の上、菊池市社協本所へご提出ください
申込締切　平成 27年 7月31日（金）

認知症の方を支えるため、“つながり”
を大事に。（ふくし劇の様子）

片川瀬区の取り組みを話される
芹川一眞�氏（地域福祉委員）

「Ⅰ型糖尿病について理解を」
と話される大村詠一�氏
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～�こんにちは！�地区社協です ～
今回は、花房地区社会福祉協議会の紹介です。花房地区社協の活動等について、前年度会長
の佐々木�章さんに話を伺いました。花房地区社協のご紹介です。

Ｑ，どのような活動に取り組んでいますか？

Ｑ．世代間の交流等の活動により、変わったことはありますか？

Ｑ．今後の活動について、どのように考えていますか？

　月に一度の「ふれあいデイ」や地区単位の「サロン活動」は、楽しみにされている方も多く、活
動の中心になっています。その他には、特に世代間の交流に力を入れています。ふれあいデイにて、
小学校や保育園との交流を定期的に行ったり、地域行事である花房フェスタに合わせた「もちつき大
会」、「中学生から一人暮らし高齢者への年賀状作成」等を行っています。また、5年生を対象とした「小
学生福祉体験スクール」を企画し、子どもたちに福祉について考える機会を設けたりもしています。

　3月17日、「誰もが安心して暮らせる地域づくり活動」に取り組まれているモデル地区（七城・旭志・泗
水地域）の意見交換会を開催しました。31地区の関係者が集まり、取組みについてや指定を受けて良かっ
た点、継続していくための改善点などが話し合われました。情報を共有し、実情
を知ることも出来たので、今後の活動に役立てたい等の声が多く聞かれました。
　【指定を受けて良かった点】
　　・区民が顔をあわせる機会が増え、子どもたちも挨拶するようになった
　　・区民の地域行事への参加が増えた　
　　・災害時などの備えとして、防災の意識が高まり防災訓練を行うことができた　等
　【改善点など】
　　・サロンの参加者が減ってきている（特に男性参加者）　
　　・お世話役の後継者や協力者の確保　等
今後も菊池市社協では、安心して暮らせる地域づくりのための活動を支援していきます。

　世代間の交流を図ることにより、「地域全体の結びつきが強くなった」、「顔見知りになり、地域内
であいさつや会話が増え、地域が明るくなった」と感じています。地域の高齢者がゲストティーチャー
として、昔ながらの遊びを学校で教えたりする等、地域と学校の協力体制も強くなってきました。地
区社協の活動に協力していただく団体の活動も、活発になってきたようです。

　今後は、さらに高齢者の割合が増えてくるので、より高齢者向けの活動が多くなってくると思いま
すが、「誰もが安心して健康に暮らせる花房」を目指して、地域住民相互のふれあい、思いやり等
の力が高まるよう、世代間の交流をはじめ様々な活動をしていきたいと思っています。

地区社協が企画した花房小福祉体験スクール

（疑似体験の様子） （車イス体験の様子）

花房地区社協　会長
　野口裕二さん

～花房地区社会福祉協議会～
発　　足：昭和60年1月1日
規　　模：行政区6区
（上出田、下出田、植古閑、広瀬、木柑子、花房台）
世帯数・人口：535世帯1539人
高齢化率：32.2％　　
（平成27年4月1日現在）

意見交換会の様子

�モデル地区意見交換会
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～サロン交流大会を開催～

　３月１３日、地域サロンの更なる活性化、人材の発掘・育成を目的に、「サロン交流大会」を開催し
ました。地域でサロン活動を取り組んでいる１００名ほどの方々が参加されました。合志市�より「男の
井戸端サロン」代表の田代宏男さんらを招き、取り組み事例として「サロン活動等への男性の参加」
をテーマに、話していただきました。田代さん曰く、「ボランティアは楽しく！活動は自分のために始まっ
て、そして人のためになる」と。日頃の夫と妻との立場、そして男性にできることについてなど、ユー
モアも交えながら熱く語られました。
　また、熊本県レクリエーション協会の西田秀美氏からは、サロン活動の意義や介護予防への取り組みの重要
性について健康や介護に関わる統計を交え、話していただきました。その後の参加者全員でのレクリエーション
は、大いに盛り上がりました。参加者同士の意見交換では、各地域での取り組みの紹介だけでなく、実践者同士
の日頃の悩み等を、この集いを機にあらためて地域のために盛り上げていきたいといった意見もありました。
　住み慣れた地域の中で、サロンはもちろん、あったかい活動が益々広がっていくことを願います。

　今年度、地域でサロン（語らいの場）活動を立ち
上げる地区を支援します。この機会にあなたの地
域でもサロン活動を始めてみませんか？
●対象
　⑴�すでに活動を開始している地域で、これまで
に立ち上げの支援を受けていない活動

　⑵本年度に活動を開始、または開始予定の活動
　⑶�活動地区全ての人が参加可能で、年6回以上

定期的に実施する活動
●対象経費
　⑴�活動立ち上げのために必要な備品等の購入

費用
　⑵その他、当社協が特に必要と認める経費
●限度額　　1団体　3万円以内
●�申請方法　別紙申請書に必要経費の見積書・活
動実施計画書・経費請求書を添えて菊池市社会
福祉協議会に提出して下さい。
●決定について　申請書類等を審査の上、
　　　　　　　　随時決定

　2月20日に、在宅で介護されている方を対象
にした「在宅介護者のつどい」を実施しました。
今回は、七城温泉ドームで参加者同士の情報交
換を中心とした交流を行い、介護者の方が楽しん
でいただくことで、被介護者へも良い影響が出る
ことが期待できる有意義な時間をお過ごしいただ
きました。

サロン（語らいの場）
立ち上げ助成金のご案内

在宅介護者のつどい
（赤い羽根共同募金配分金事業）

あったかい活動が広がっていくことを願って

意見交換も活発に行われましたレクリエーションは、みんな大笑い

笑顔で、話しも弾んでいました (会食の様子 )

男の井戸端サロン　代表　田代宏男�さん
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～山鹿市社会福祉協議会と災害時応援協定を締結～
　3月３１日、隣接する山鹿市社会福祉協議会と災害時応援協定を締結しました。昨年１月の菊池ブロック
（菊池市、合志市、大津町、菊陽町）に続く、協定締結となります。
　この協定は災害発生時に、被災地域の社協
が設置する災害ボランティアセンターの運営
や活動が十分にできない場合に、職員派遣や
資材提供など、お互いがスムーズな応援（協
力）ができるようにするためのものです。
　今後さらに、山鹿市社協と協力して、災害
への備えはもちろん、様々な活動・交流を含
め、より深い絆づくりに努めていきます。

　乳幼児とその保護者が気軽につどう場所で
す。くつろぎ、情報の交換、相談の場として利用さ
れています。
　季節の行事や子育て講座等も行っています。お
気軽に、お立ち寄りください。お待ちしております。

●対 象 者　乳幼児と保護者、妊婦さん等
●開 所 日　月曜日～金曜日（土日祝日休み）
●開所時間　午前 9時～午後 4時
利用料は無料です

調印後、握手を交わす隈田亮平�会長（左）
山鹿市社協�・栗原辰也�会長（右）

～ご存知ですか？�つどいの広場～

菊池市隈府 278-4　
聖ヨゼフ会館内（旧菊池聖母幼稚園）
☎ 080-1714-9818

●あいあい

菊池市七城町砂田 1457
多目的研修センター内
☎ 090-8916-4666

●ひなたぼっこ

菊池市泗水町豊水 3565
泗水公民館（有朋の館）内
☎ 090-6893-5971

●ひだまり

　～平成 27 年度 在宅介護者のつどいのご案内～
毎日の介護生活に、一息入れられませんか。介護者の方も心とカラダに休息を!!!!!!!
●日　時：平成27年6月19日（金）　11時～15時頃
●場　所：大津町老人福祉センター（大津町室151番地1）
●対　象：菊池市在住で、在宅で介護をされている方　●定　員：20名　　●費　用：無料
●内　容：①リフレッシュ体操（ご家庭で出来る簡単な体操） ②昼食及び情報交換 ③買い物（道の駅大津）
●締　切：平成27年6月12日（金）（但し、定員になり次第締切り）
※大津町で開催の為、送迎の有無については申込みの際、お伝えください。
●申込先：本　　所：25-5000　七城支所：25-5010
　　　�　旭志支所：37-3708　泗水支所：38-5382（赤い羽根共同募金配分金事業）

大津町と
合同開催 !!
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ボランティア団体向け助成金の案内

●応募資格：地域に根ざした高齢者を主な対象とした支援を目的としたボランティア活動団体
●必要要件：①会員数１０人～５０人程度　②活動実績２年以上
� 　③過去３年以内に本助成を受けていない　④グループ名義で金融口座を保有
� 　※４項目全てを満たしていること
●助成対象：継続的に使用される用具・機器類
●助 成 金：上限１０万円（１団体）
●応募について：�申込には社協の推薦が必要です。推薦については、５月１３日（水）までに社協へご

依頼ください。
●応募方法：５月２２日（金）までに所定の申込書を財団事務局宛に直接郵送（当日消印有効）
� 　申込書は財団ホームページもしくは社協窓口でお求めください。
●選考決定：平成２７年７月末
※詳しくは財団ホームページまで��ＵＲＬ�http://www.mizuho-ewf.or.jp

〈
２
月
受
付
分
〉

行
政
区

寄
付
者
名

続
柄
故
人
名

年
齢

大
琳
寺

松
尾　
和
子

亡
父
五
島
和
之
90

下
木
庭

林　
君
江

亡
夫
中

88

北
原

川
上　
敏
夫

亡
妻
留
美
子

62

西
正
観
寺

隈
部　
と
し

亡
夫
節
男

83

中
町

髙
田　
照
子

亡
母
サ
ダ
メ

106

〈
２
月
受
付
分
〉

行
政
区

寄
付
者
名

内
容

菊
池
市

菊
池
市
女
性
の
会

金
一
封

野
間
口

司
観
光
開
発(

株
）
菓
子

つ
か
さ
菊
池
店

正
院
町

小
代　
龍
幸

電
動
ベ
ッ
ド
・

サ
イ
ド
テ
ー
ブ

ル・車
イ
ス

前
川

前
川
公
園
募
金
塔

金
一
封

〈
３
月
受
付
分
〉

行
政
区

寄
付
者
名

内
容

藤
田

山
田　
和
子

お
も
ち
ゃ(

シ
ョ

ベ
ル
カ
ー
乗
り

物
、押
し
車
）

菊
池
市

菊
池
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
金
一
封

七
城

平
成
26
年
度

七
城
中
学
校　

卒
業
生
一
同

金
一
封

前
川

前
川
公
園
募
金
塔

金
一
封

　
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

故
人
及
び
ご
親
族
の
お
気
持
ち
に
副
い
、菊
池

市
の
福
祉
事
業
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
受
付
順
／
菊
池・七
城・旭
志・泗
水
）敬

称
略

○
菊
池
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
糸
岡
久
美
子
、松
村
光
子

　
　
フ
ル
ー
ト
の
演
奏

○
通
所
介
護
事
業
所　
輝

　
ポ
ッ
プ
グ
リ
ー
ン

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

　
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。皆
様
の
善
意
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。菊
池
市
の
福
祉
事
業
に
有
効
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
受
付
順
、敬
称
略
）

（
平
成
27
年
２
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日
）

（
平
成
27
年
２
月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日
）

北
原

岡
﨑　
聖
也

亡
母
育
子

84

神
鶴

後
藤　
成
志

亡
妻
靖
子

82

金
峰　

山
口　
正
博

亡
父
隆
弘

89

藤
田

髙
木　
幸
男

亡
母
シ
ズ
エ

97

今

永
田　
成
子

亡
夫
朋
道

87

下
西
寺

冨
岡　
誠
司

亡
母
ア
キ
カ

96

高
野
瀬

園
田　
哲
郎
亡
叔
父

幹
雄

84

熊
本
市

松
本　
浩

亡
母
ス
ミ

95

正
院
町

小
代　
龍
幸

亡
母
片
山
貞
子
80

下
出
田

川
口　
隆
子

亡
夫
隆
則

70

大
塚

中
村　
博
文

亡
父
一
雄

89

大
塚

中
村　
喜
壽

亡
母
敏
子

91

栄
町

津
野　
英
治

亡
父
治
征

70

迎
町

坂
部　
律
子

亡
夫
繁
夫

92

上
水
次

小
林　
徳
子

亡
夫
正
朝

81

元
村

木
村　
博
臣

亡
母
八
重
子

86

戸
田
島

小
澤　
恵
子

亡
母
吉
間
充
子
89

七
城
田
中

野
中　
ト
ヨ

亡
夫
道
夫

85

清
水

岩
下　
征
雄

亡
母
麗
子

94

引
水

田
中
ケ
イ
子

亡
夫
市
郎

88

伊
坂

上
田　
博
孝

亡
母
ア
サ
エ

94

川
下

石
井　
一
孝

亡
父
一
己

95

伊
萩

佐
藤
ス
ミ
エ

亡
夫
和
喜

86

姫
井

水
上
ま
ち
こ

亡
夫
修

59

大
津
町

中
村
さ
お
り

亡
夫
秦
助

44

富
の
原
一

古
田
由
美
子

亡
夫
耕
正

70

富
の
原
中
央

園
田　
和
子

亡
夫
穣

71

南
住
吉

平
島　
正
憲

亡
母
ツ
ネ
ヨ

93

泗
水
平
野

工
藤
美
代
子

亡
夫
忠
孝

83

福
本
一

春
田　
玉
子

亡
夫
茂

84

富
の
原
北

中
原　
辰
夫

亡
母
信

96

泗
水
平
野

立
山　
智
加

亡
夫
篤
夫

88

福
本
一

坂
本　
克
美

亡
父
登
美
夫

93

〈
３
月
受
付
分
〉

行
政
区

寄
付
者
名

続
柄
故
人
名

年
齢

上
古
閑

山
下　
敏
子

亡
夫
實

89

北
宮

伊
藤　
公
博

亡
母
ト
マ
ル

95

長
野

中
村　
靜
江

亡
夫
勝
則

66

戸
豊
水

高
山　
薫

亡
母
タ
ツ
コ

98

上
西
寺

齋
藤　
誠

亡
子
誠
吾

33

戸
豊
水

本
田　
勝
範

亡
妻
ミ
エ
子

66

植
古
閑

吉
田　
幸
子

亡
夫
定
義

90

下
赤
星

前
田　
幸
誠

亡
妻
麗
子

84

片
角

前
田
マ
サ
ヨ

亡
夫
隆

75

上
出
田

茂
田
登
志
子

亡
夫
浩
一

69

鳳
来

桟
敷
野
照
男

亡
母
サ
エ

97

下
赤
星

稲
田　
睦

亡
夫
光
一

73

下
西
寺

笹
本
ス
エ
ノ

亡
夫
泰
雄

84

神
来

横
田　
勝
幸

亡
父
一
男

92

七
坪

境　
ム
ツ
子

亡
夫
洋
孝

81

木
柑
子

藤
﨑　
君
子

亡
夫
康
隆

86

片
角

緒
方　
京
子

亡
夫
良
二

87

大
琳
寺

野
口　
博
志

亡
父
為
邦

93

柿
木
平

小
山　
勝
子

亡
夫
友
治

79

片
角

田
嶌　
英
紀

亡
妻
房
子

72

長
六

渡
邊
昭
二
郎

亡
父
正
典

86

亡
母
千
恵
子

85

伊
倉

出
口　
直
幸

亡
母
ハ
ツ
子

96

大
琳
寺

迫　
昌
一

亡
父
末
人

85

下
赤
星

竹
野　
弘
美

亡
母
美
智
代

85

下
出
田

茅
嶋　
幸
子

亡
夫
正
博

73

乙
森
北

中
尾　
勇
二

亡
父
保
人

88

南
古
閑

堤　
義
春

亡
弟
義
次

89

遊
蛇
口

菊
川　
敏
雄

亡
母
季
子

100

伊
倉

出
口
み
や
子

亡
夫
忠
男

95

元
村

古
荘
美
紀
子

亡
父
本
田
昭
美
87

新
村

廣
田　
清
憲
亡
祖
母

ツ
モ
リ

94

梶
迫

伴　
邦
男

亡
母
キ
ミ
エ

90

新
古
閑

瀬
田　
龍
興

亡
母
智
子

94

西
郷

守
田　
吉
文

亡
母
静
子

94

辺
田

宮
﨑
シ
ズ
子

亡
夫
幹
雄

82

台

木
村　
隆
弘

亡
父
尙
行

84

辺
田

齋
藤　
直
子

亡
母
山
内
郁
子
86

亡
父
山
内
康
男
85

甲
佐
町

氏
森　
隆
三

亡
妻
由
井
子

82

菰
入

松
﨑　
耕
成

亡
妻
セ
イ
コ

75

津
留

勘
米
良
康
子

亡
夫
猪
三
郎

82

小
原

水
谷　
ミ
ネ

亡
夫
正
博

84

岩
本

岩
根　
哲
矢
亡
祖
母

ム
ツ
ヲ

103

久
米
一

龍　
兼
美

亡
母
春
日
久
子
87

永

本
武　
義
人

亡
母
フ
ジ
子

86

久
米
二

木
下　
英
治

亡
母
良
子

94

南
住
吉

平
島　
信
也

亡
母
タ
カ
子

83

泗
水
田
中

増
田　
和
典

亡
母
久
美
子

89

朝
日
団
地

熊
坂　
義
治

亡
父
一
心

90

久
米
一

矢
野　
郁
代

亡
夫
至

88

南
住
吉

永
田　
順
子

亡
夫
多
美
也

82

高
江

堀
田　
敬
志

亡
妻
美
津
子

61

香
典
返
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
り
が
と
う

一般
寄
付

みずほ教育福祉財団　平成27年度 第32回
「老後を豊かにするボランティア活動資金助成事業」

隈府小4年生より、きれいなお花を
いただきました。ありがとうござい
ました。
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介護職員初任者研修　受講生募集

読 者 の 声

サロンボランティア講習会

平成２７年度
共同募金配分申請団体等募集

　地域でのサロン活動や交流行事等で役立つレク
リエーション等の講習会を行います。今年も年５回
開催予定です。
●日　時：平成27年5月28日（木）
　　　　　午後1時30分～午後3時30分
　　　　 �2回目からは、奇数月の第4火曜日に開

催予定（9月のみ第5火曜日）
●場　所：菊池老人福祉センター
●対　象：�地域でサロン活動等に取組んでおられ

る方、関心のある方等
●参加費：無料（お茶等は、各自ご用意ください。）
※別途で入浴される方は、有料となります。

ご意見・ご感想ありがとうございます。楽しみに読んでいますとの声があり、大変ありがたく思っています。

●認知症の方と関わる機会は少ないですが、地域の一人として何かできることをしたいです。（Sさん12歳）
●サロン交流会や子育てサポート等があり、子どもから高齢者まで住み良い菊池だと思います。（Tさん40歳）

　平成２７年度に熊本県内で集められる共同募金の
配分金申請を募集します。
●配分対象①
　社会福祉法人施設、保育所
　　・�施設備品の老朽化・破損等により、緊急に修

理及び購入を必要とするもの
　　・�施設利用者送迎用の車両の老朽化等による

車両購入（車両整備）
【配分率】事業費総額の４分の３以内
【限度額】�施設は３００万円以内、保育所は１５０万円

以内
●配分対象②
　県域を対象とする社会福祉団体及び更生保護団体、
ＮＰＯ・ボランティア団体（社会福祉事業活動を実施）
　　・�人件費等の経常経費を除く事業費及び備品

整備費
【限度額】５０万円以内
～全国共通配分テーマ～
「地域から孤立をなくそう～みんなが社会の一員と
して包み支え合うしくみづくり～」に沿った社会的
孤立の解消に向けた活動や事業
【活 動 例】�生活困窮者世帯の見守り活動、ホーム

レス支援活動、歳末見守り活動など
【配分対象】�福祉団体、ＮＰＯ法人・ボランティア団体

など
【限 度 額】５０万円以内

【各種お申し込み・お問い合わせ】
本所：25-5000　七城支所：25-5010　旭志支所：37-3708　泗水支所：38-5382

回答していただいた方の中から、抽選で５名の方に1,000 円分の図書カードをプレゼントします。

ハガキにクイズの答えと、住所・氏名・年齢をご記入の上、菊池市社協「クイズ社協」係まで
お寄せください。社協だよりの感想やご意見などもぜひお聞かせください。

介護の資格取得のための研修を6月より実施しますが、
その研修名は何でしょう。 介護職員○○○研修

平成27年 5月31日（日）当日消印有効
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます

前号の答えは「地域福祉」でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。

　介護の資格を取得してみませんか？介護職員初
任者研修（旧ホームヘルパー2級）を実施します。
●研修期間：平成27年6月6日（土）～9月5日（土）
●研修時間：130時間
●研修場所：菊池市福祉会館
●募集定員：25名　※�定員を超えた場合は抽選

（菊池市在住者優先）
●対　　象：18歳以上60歳未満の方
●受 講 料：菊池市内の方　45,000円（テキスト代込）
　　　　　　菊池市外の方　50,000円（　〃　）
　　　　　　※開校日に徴収します
●申込方法：�社協本所・支所にて申込書類を受け

取り、全日程に出席できることを確認
の上、申込書を期日までに提出してく
ださい

●申込期間：平成27年5月1日（金）～5月29日（金）
●備　　考：電話による申込みは受付ません

【申請方法】�社協各支所にて、所定の申請書にご記
入の上提出ください

【締め切り】平成２７年５月２２日（金）
【配分決定】平成２８年３月末


